
広報ちとせ 2013 年７月号３ ２広報ちとせ 2013 年７月号

昭
和
26
年

昭
和
27
年

昭
和
28
年

昭
和
29
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
32
年

昭
和
33
年

昭
和
34
年

昭
和
35
年

昭
和
36
年

昭
和
37
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
40
年

昭
和
41
年

昭
和
42
年

７
月　
「
弘
報
ち
と
せ
」　

第
１
号
発
行
（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
）

４
月　

東
千
歳
中
学
校
開
校

５
月　

町
章
制
定　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
挙
行

12
月　

表
題
を
「
弘
報
ち
と
せ
」
か
ら
「
広
報
ち
と
せ
」
に
改
め
る

　
　
　

保
安
隊
千
歳
駐
屯
地
開
庁
（
現
・
北
千
歳
）

５
月　

北
栄
小
学
校
開
校

11
月　

千
歳
―
札
幌
間
道
路
舗
装
竣
工

４
月　

千
歳
公
民
館
開
館

５
月　

長
都
中
学
校
開
校

６
月　

陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
開
庁

１
月　

駒
里
・
中
央
・
泉
郷
・
水
明
中
学
校
開
校

３
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
１
０
０
号
発
行

４
月　

末
広
小
学
校
開
校

４
月　

緑
小
学
校
開
校

８
月　

青
葉
中
学
校
開
校

９
月　

航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
開
庁

７
月　

市
制
施
行

４
月　

水
明
小
中
学
校
藤
の
沢
分
校
開
校

６
月　
「
広
報
ち
と
せ
」
を
Ｂ
５
版
に
変
更

９
月　
「
開
基
」
80
年
記
念
式
典
挙
行　

千
歳
市
賛
歌
制
定

５
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
２
０
０
号
発
行

12
月　

千
歳
飛
行
場
東
側
滑
走
路
供
用
開
始

８
月　

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
創
設

４
月　

千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

９
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
３
０
０
号
発
行

　
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
聖
火
空
路
到
着

３
月　

水
明
小
学
校
廃
校

３
月　

水
明
中
学
校
廃
校

１
月　

日
の
出
小
学
校
開
校

３
月　

水
明
小
学
校
藤
の
沢
分
校
廃
校

1960 年代

↑昭和33年７月１日午後１時30分、市制施行宣言のあと、
庁舎前で記念式が行われました。(広報ちとせ第 157 号 )

↑昭和20年代後半､現在の市役所周辺。
　手前は千歳小 ､ 上部は千歳川の蛇行
部分です。この蛇行を埋め立てして、
旧市庁舎と市民会館 ( 旧市庁舎跡地に
現在の総合福祉センターと教育委員会
庁舎 )が建設されています。

　昭和 39 年 9 月 9 日午後 3 時 50 分、
特別輸送機でオリンピックの聖火が千
歳空港に到着 ｡(広報ちとせ第 301号 )

　不寝番に見守られ、市長室で一夜を
明かす聖火。　　　　　　　 　　 →

←聖火は、10 日午前 10 時に市役所を
スタート。写真は ､ 錦町１丁目を通過
するときの様子です。

1950 年代

広
報
ち
と
せ
１
０
０
０
号
記
念

特集

　今月は、「広報ちとせ」1000 号の発行を記念して、

バックナンバーの記事や写真を交え、これまでの千

歳を振り返ってみます。

　１号から 26 号までの表題は「弘報ちとせ」で

すが、昭和 27 年 12 月発行の 27 号から現在の「広

報ちとせ」に改められました。

　｢

広
報
ち
と
せ｣

１
０
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
歳
市
長
　
山
口
　
幸
太
郎

　

｢

広
報
ち
と
せ｣

は
、
昭
和
26
年

７
月
１
日
に｢

弘
報
ち
と
せ｣

と

し
て
創
刊
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
や
取
材
協
力
に
支
え
ら
れ
、
お

陰
様
で
62
年
目
と
な
る
今
月
号

を
も
ち
ま
し
て
、
記
念
す
べ
き

１
０
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、｢

広
報
ち
と
せ｣

は
、

皆
さ
ん
と
市
を
つ
な
ぐ
情
報
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な

情
報
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
す
る
目
的
で
発
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
「
広
報
ち
と
せ
」
を
目
指

し
て
、
読
み
や
す
く
魅
力
的
な
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

創刊号(昭和26年)100号(昭和31年)

400 号 ( 昭和 43 年 )

300 号 ( 昭和 39 年 )

500 号 ( 昭和 48 年 )

600 号 ( 昭和 55 年 )700 号 ( 昭和 63 年 )

800 号 ( 平成８年 )900 号 ( 平成 17 年 )

200 号 ( 昭和 35 年 )



広報ちとせ 2013 年７月号５ ４広報ちとせ 2013 年７月号

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

８
月　
「
開
基
」
１
０
０
年
記
念
式
典
挙
行

11
月　

泉
沢
向
陽
台
開
村
式

３
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
６
０
０
号
発
行

７
月　

国
鉄
千
歳
線
高
架
供
用
開
始

10
月　

千
歳
線
電
化
供
用
開
始

７
月　

第
１
回
千
歳
日
航
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　
　
　
（
現
・
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
）

10
月　

国
鉄
石
勝
線
開
業

４
月　

向
陽
台
小
学
校
開
校　

２
月　

人
口
７
万
人
突
破

　
　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

４
月　

北
斗
中
学
校
開
校

　
　
　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

10
月　

電
話
局
番
２
桁
移
行

３
月　

ナ
イ
ベ
ツ
川
湧
水
「
名
水
百
選
」

４
月　

湖
畔
が
「
支
笏
湖
温
泉
」
に
町
名
変
更

８
月　

千
歳
飛
行
場
開
基
60
周
年
・
鉄
道
千
歳
線
開
通

　
　
　

60
周
年
記
念
事
業
「
昔
を
偲
ぶ
集
い
」
開
催

４
月　

向
陽
台
中
学
校
開
校

12
月　

千
歳
空
港
年
間
旅
客
数
１
千
万
人
突
破

２
月　

市
立
図
書
館
新
築
移
転

５
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

表
紙
（
表
・
裏
）
を
カ
ラ
ー
印
刷
に
変
更

７
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
７
０
０
号
発
行

　
　
　

新
千
歳
空
港
開
港
、
国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
初
便
就
航

３
月　

戸
長
役
場
開
庁
１
１
０
年
記
念
式

９
月　

第
44
回
国
民
体
育
大
会
野
球
競
技
会
開
催

10
月　
「
開
基
」
１
１
０
年
記
念
式
典
挙
行

８
月　
「
お
は
よ
う
橋
」
開
通
（
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
）

10
月　

人
口
８
万
人
突
破

４
月　
「
広
報
ち
と
せ
」
を
Ａ
４
版
に
変
更

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
48
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
51
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

４
月　

千
歳
市
立
病
院
開
院
（
旧
・
道
立
千
歳
病
院
移
管
）

３
月　

泉
郷
小
中
学
校
廃
校

４
月　

信
濃
小
学
校
開
校

７
月　

千
歳
第
３
小
学
校
廃
校

11
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
４
０
０
号
発
行

４
月　

千
歳
市
長
一
行
ア
ン
カ
レ
ジ
市
訪
問　

姉
妹
都
市
盟
約
書
調
印

８
月　
「
開
基
」
90
周
年
記
念
式
典
挙
行　

千
歳
市
史
刊
行

４
月　

高
台
小
学
校
開
校

12
月　

米
軍
ク
マ
基
地
閉
鎖
（
東
千
歳
）

１
月　

東
小
学
校
開
校
（
幌
加
・
協
和
・
東
丘
小
学
校
統
合
）

４
月　

北
進
小
中
学
校
開
校

12
月　

道
央
自
動
車
道
（
高
速
千
歳
IC
〜
北
広
島
IC
）
開
通

１
月　

真
町
中
学
校
開
校

２
月　

第
11
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
冬
季
大
会

３
月　

中
央
中
学
校
廃
校
（
真
町
中
学
校
統
合
）

１
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
５
０
０
号
発
行

４
月　
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
第
１
号
発
行

11
月　

人
口
６
万
人
突
破

４
月　

富
丘
中
学
校
開
校

６
月　

米
軍
千
歳
基
地
完
全
閉
鎖

４
月　

祝
梅
小
学
校
開
校

　
　
　

市
庁
舎
新
築
移
転
（
現
・
本
庁
舎
）

10
月　

第
１
回
支
笏
湖
紅
葉
ま
つ
り
開
催

11
月　

美
笛
支
所
閉
鎖

３
月　

鉱
山
小
中
学
校
廃
校
、
蘭
越
小
学
校
廃
校
（
緑
小
学
校
統
合
）

４
月　

桜
木
小
学
校
開
校

６
月　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
設

１
月　

第
１
回
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
開
催

３
月　

戸
長
役
場
開
設
１
０
０
年
記
念
式
典

７
月　

市
民
憲
章
制
定

1970 年代1980 年代1990 年代

↑昭和 47 年１月 29 日、札幌オリンピックの聖火は、
朝日町８丁目で苫小牧から引き継がれ、北信濃の旧サ
ントリー前までの４．４キロメートルを 52 人の若人で
リレーされました。(広報ちとせ第 478 号 )

↑昭和 53 年 10 月 30 日美笛に
ある鉱山小(左)と鉱山中(右)
の閉校式が行われ、40 年にお
よぶ歴史に終止符を打ちまし
た。(広報ちとせ第 572 号 )

↑昭和 56 年７月５日第１回千歳日航ポピュラー
マラソン大会が開催されました。スタートは、
千歳小グラウンド横です。(広報ちとせ第616号)

↑昭和 47 年２月５日と７日に恵庭岳で札幌オリ
ンピック男女の滑降競技が行われ観衆は魅了さ
れました。(広報ちとせ第 478 号 )

←昭和 51 年４月 26 日に現在
の市庁舎が完成し、テープカッ
トが行われました ｡ 写真は、
昭和 50 年 11 月 12 日建設時の
様子 ｡( 広報ちとせ第 554 号 )

↑昭和63年７月20日待望の新千歳空港が開港。3,000
メートルの新滑走路が供用開始しました。
写真は、関係者によるテープカットとくす玉が割られ
たところです。(広報ちとせ第 701 号 )

↑昭和 59 年 10 月 24 日、市内の電話局番が２桁に変
わりました。14 時の切り替え工事後、市内通話になっ
た千歳・恵庭の両市長が記念通話を行い、喜びの声を
交わしました。(広報ちとせ第 656 号 )

←昭和 63 年７月 20
日東京行きの一番機
が飛び立った後、ア
メリカから２機が相
次いで飛来。
写真は、フライン
グ・タイガー社のパ
イロットにミス北海
道から花束が贈られ
るところです。( 広
報ちとせ第 701 号 )

平成２年８月８日ふるさと創
生事業として建設した「おは
よう橋」が完成。完成を記念
して、「わんぱくマラソン大
会」が開催されました。　→
(広報ちとせ第 726 号 )

昭和 61 年４月 20 日支
笏湖の ｢ 湖畔 ｣ が新し
い町名 ｢支笏湖温泉 ｣
に変わりました。　→
(広報ちとせ第674号)



広報ちとせ 2013 年７月号７ ６広報ちとせ 2013 年７月号

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

　
　
　

千
歳
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

３
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
９
０
０
号
発
行

　
　
　

長
都
小
中
学
校
閉
校

６
月　

道
の
駅
「
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」
開
設

５
月　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
実
施

８
月　

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ナ
ク
ー
ル
」
開
設

１
月　

新
千
歳
〜
羽
田
線　

平
成
18
年
の
年
間
乗
降
客
数
１
千
万
人
突
破

４
月　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

５
月　

ち
と
せ
っ
子
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
　
　

 

〜
人
と
地
球
の
明
日
を
考
え
る
〜

７
月　

ジ
ュ
ニ
ア
・
エ
イ
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
８
千
歳
支
笏
湖
開
催

９
月　

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

３
月　

戸
長
役
場
開
庁
１
３
０
年
記
念
式

７
月　

千
歳
・
ア
ン
カ
レ
ジ
姉
妹
都
市
40
周
年
記
念
式

３
月　

新
千
歳
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
供
用
開
始

４
月　
「
新
千
歳
市
史
」
通
史
編
（
上
巻
）
刊
行　

　
　
　

防
災
学
習
交
流
施
設
（
そ
な
え
ー
る
）
開
設

８
月　

全
道
人
口
10
位
達
成

３
月　

真
町
中
学
校
廃
校

４
月　

勇
舞
中
学
校
開
校

12
月　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺

　
　
　

跡
群
」構
成
資
産
追
加（
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録
推
進
本
部
）

　
　
　

新
千
歳
空
港
国
際
線
年
間
出
入
国
者
数
１
０
０
万
人
突
破

４
月　

人
口
９
万
５
千
人
突
破

2010 年代

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

３
月　

中
央
小
学
校
閉
校

５
月　

開
基
記
念
総
合
武
道
館
落
成

４
月　

北
陽
小
学
校
開
校

　
　
　

鹿
児
島
県
指
宿
市
と
姉
妹
都
市
提
携
盟
約
調
印

６
月　

新
千
歳
空
港
24
時
間
開
港
運
用
開
始
（
国
内
初
）

９
月　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
公
園
「
千
歳
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
館
」
開
館

８
月　

千
歳
命
名
１
９
０
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
江
戸
時
代
に
み
る
千
歳
の
風
景
」
開
催　

10
月　

向
陽
台
支
所
開
設

　
　
　

人
口
８
万
５
千
人
突
破

４
月　

新
千
歳
空
港
Ｂ
滑
走
路
供
用

７
月　

空
港
乗
降
客
２
億
４
千
万
人
突
破

10
月　

千
歳
線
開
通
・
千
歳
空
港
開
港
70
年
記
念
式
典
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月　
「
広
報
ち
と
せ
」　

第
８
０
０
号
発
行

４
月　

泉
沢
小
学
校
開
校

６
月　

ガ
ス
事
業
譲
渡
（
北
海
道
ガ
ス
・
５
月
20
日
認
可
）

10
月　

半
透
明
ご
み
袋
導
入

11
月　
「
山
線
鉄
橋
」（
旧
王
子
軽
便
鉄
道
千
歳
川
鉄
橋
）
開
通

４
月　

千
歳
科
学
技
術
大
学
第
１
回
入
学
式

７
月　

温
水
プ
ー
ル
落
成

３
月　

戸
長
役
場
開
庁
１
２
０
年
記
念
式

10
月　

千
歳
命
名
１
９
５
年
・
開
庁
１
２
０
年
記
念
式
典

　
　
　

道
央
自
動
車
道
千
歳
恵
庭
Ｊ
Ｃ
Ｔ
―
夕
張
IC
間
開
通

５
月　

人
口
８
万
８
千
８
百
人
突
破

４
月　

水
道
局
新
庁
舎
開
庁
（
東
雲
町
３
丁
目
）

10
月　

千
歳
空
港
開
港
75
周
年
・
民
間
航
空
再
開
50
周
年
記
念
式
典

９
月　

市
立
千
歳
市
民
病
院
開
院

　
　
　

人
口
９
万
人
突
破

４
月　

下
水
道
汚
泥
処
理
施
設
「
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
」
供
用
開
始

４
月　

千
歳
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
供
用
開
始

2000 年代

平成 17 年３月 20 日卒
業生など400人が訪れ、
長都小中の閉校式が行
われました。
壇上では、閉校時の児
童生徒、教職員が参加
して、別れの歌を合唱
しました。　　    →
(広報ちとせ第901号)

↑平成８年４月 26 日待望の新千歳空港Ｂ滑走路が供
用開始されました。3,000 メートル以上の滑走路が２
本になるのは、羽田空港に次いで国内２番目です。
(広報ちとせ第 794 号 )

←平成９年 11 月 22 日支
笏湖を望む「山線鉄橋」
の渡り初めが行われまし
た。新たに街灯が付けら
れ、時代を超えて生まれ
変わったこの鉄橋は、新
しい観光スポットとし
て、話題になりそうです。
(広報ちとせ第 813 号 )

←平成９年 10 月１日
から ｢ ごみ袋 ｣ が半透
明になりました。
( 広報ちとせ第 809 号
の号外 )

←平成 20 年５月 28 日市
制施行50周年・Ｊ８サミッ
ト開催を記念して、青葉
公園において、ＣＷニコ
ルさん ( 左側 ) の地球環
境に関する話題を中心に、
各小中学校の代表児童生
徒がサミットのテーマ「環
境問題 ｣ を考えるフォー
ラムが開催されました。

　当日は、自分たちの問題
として子どもたちからさま
ざまな提言が出されました。
(広報ちとせ第 940 号 ) →

　平成 24 年 12 月 28 日北海道、青森県、秋
田県、岩手県とその市町で構成する縄文遺
跡群世界遺産登録推進本部は、平成 24 年
12 月 11 日に青森市において推進本部会議
を開催し、キウス周堤墓群を構成資産に追
加することを正式に決定しました。
　キウス周堤墓群は「北海道・北東北を中
心とした縄文遺跡群」として、平成 27 年
度の世界遺産登録をめざします。　　　→
(広報ちとせ第 995 号 )

広報ちとせ 1000 号記念パネル展

内　容・昭和 26 年から最近までの千歳のお
　　　　もな出来事を ､この特集記事をはじ
　　　　め、｢広報ちとせ」のバックナンバー
　　　　記事・写真などを使ってパネルで
　　　　紹介
と　き・７月 23 日 ( 火 ) ～ 31 日 ( 水 )
ところ・市役所１階市民ロビー
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